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殉 理 化 學 の 趣 歩 刊 行 に 就 て
「物 理 化 學 の .進歩」刋 行 に就 て
(i7
科 學 の 進 歩 は ロー 日 と して 休 止す るn,Yな い。 特 に;rn*に於 け る
物 理 學 及 び 化 累 の 進 歩 は 買 に 目覺 しい もの で あつ て 科 學 進 歩 の 歴 史
上 後 世'から見 て も現 代 は 必 す や 一 つ の 光 輝 あ る畔 代 と して殘 るだ ら
う と思 はれ る,私 共 此 の 時 代 に 於 て科 學 の一 部 鬥 の研 究 に 身 を委 ね
て ゐ る者 は 自分 の 研究 が世 界學.術進 歩 の 潮 流 に針 して 何 檬 の 關 係 か
あ るか を絶 え.す注 意 して・互 に研 究 上 の努 力 が 無 意 義 の 事 に 費 され ぬ
様 に努 め而 して吾 人 の 仕 事 が 禺 來 得 るだ け學 術 の:iに 貢 献 すo
にせ ね ば な らぬ。 然 しな が ら現 代 の如 き學 術 の 進 歩 の 急 激 な る時.に
於 τ は最 新 の進 歩 の 欺態 を 理解 す る事 す ら可 な り困 難 の 事 で あ る。
A之 を私 共 の 問題 と しτ ゐ る「物 理.化學 に就 て 見 る に物 理 化累 の 純 理
方.而.に於 て は物 理 學g化學 の 兩方 面 に 亘 り其 の 進 歩 を 絶 えすi屯意 す る
必 要 が あ の,其のPlkfll方面 に 於T.は工 墨,醫學 農 學 其 の 他 各 學科 に亘 り
注 目を 要す る もの で あつ て 其の 範 圍 が極 めて 廣 い。 鴬 め に 物 理 化 學
最 近 の 進 歩 を知 つ て行 く事 の み で も大 な る努力 を 要 す る もの で あ る.
☆ とへ 自身1の.研究 して 居 る方 面 に闘 して は 世界 の 誰 れ に も劣 らぬ 自
信 を 有 す る人 で あつ て も物 理 化 學 各 方 面 に 亘つ て 日々邂 歩 して 行 く
世 界ρ)形勢 を見 る事 は 可 な り難 か しい事 で あ る。 其 の 爲 め に は適 雷
な る紹 介 者 に よつ て 最 新 の 知 識 々.得る・ドか 最 も便 利 の 方 法 で あ らね
ば な.らぬ6内 外 の 各 暮 門稚 誌 に 附屬 せ るeewet抄録 の 一部 の 目的 は最
新 の斫 究を 戒 ゐ 可 く早 く紹 介 す る に あ るが普 通 の 紗 録 で は 何 の雜 誌
に 此 の搓 の 翫 究 が 表 は れ た か を大 艦 知 る程 度 で あつ て 其 の 内容 を解
す るtx-flyに'困難 で あ る。 英 のChemicnlSocietyのiluualReport,羯
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伊 冫 特 珮 化 學 の蓮 歩 刊r;に 誠 て
Ergelm撫ode】・e甜kεenNLturwl甜enξehL"on等は上 述 の 日的1二適 合 した.
もの で 極 め て重 贊 の もの で あ%〉.ofし物理 化 學 の み に就 て發 行 せ ら
れ て 居 る もの は未 だ 何 れ の 國 に もな い。3く此 の 如 き紹 介 は 特 に邦 文
に て記 されf二る.ものlp.r人は 要求 し若 しか 玉る もの か 出來 れば いか
に 研 究 上 慨宜 を得 るか とitN人iま考 へ て 居つ テニ.九S此 の如 音雜 誌夂
は 書 籍 σ)掘纂 は 日本 に於 けh數 の 導 門家 の協 力 に よ り各 自謀 門の
部分 を分 擔 して 始 めて 完 全 な る もの が 幽來 る と忠 ふ。 然 しか 、る雫
業 には 幾 多 の 困難 がi'Nひ急 に 實行 の蓮 ぴ に 至 る事 はむ つ か しい。 此
盧 に於て 谷 入 は や 」無 謀 の 誹 があ るか も知 れ ぬが 現 在 の京 都 帝 國大
學 の 物 理 化 學 研 究 宝 の各 員 が協 力執 筆 して物 理 化學 の 進 歩」な る定 娚
の 刊 行 物 を出 版 す る事 と しt。
完 全 な る事 を 望 ん で 永 く不 實 行 の儘 で 放つ て 置 く よ り も不xで
あつ て も實 行 の可 能 牲 あ る't=jeみ漸 吹 進 歩 せ しめ」τ行 き た いの が
吾 人 の希 望 で あ る.現ffに あつ て は吾 が 研究 室 の 入正tも少 な く研 究
して ゐ る方 面 もあ るnaられ た る方 面 の み で あ るか 爲 め に 各 自執 笨 す
る もの もあ る部分 に偏 して 物 理 化 學 全般 に 亘つzjlの 進 歩 を紹 介 す
る 日的 に は 不.充分 で あ るか も知れ ぬ,ナこL吾 が 國 に 於て 日.i物理 化
學 に 興 味 を 有 す る人 か 堆 加 しつ Σあ る今 日幾 分 に て もそれ 等の 人k
の 斫 穽 に 便 璽至を 與 へ得 た な らば これ 夊 吾 人 が學 界 に 貢 献 す る一 つ の
途 で.ある と考 へ て 敢 えて 此 の 計蜑 を進 め 牝。 幸 ひ 第 一 輯は 吾 人 の 乏
しい萱 力 を以 つ て し,至文 堂 圭 佐i1正曳 氏 の 好 意 の 出版 に.よつ て.漸く
こ Σに上 梓 す る事 を提 た,現 在 にあつ て は 第 二 輯 を來 年 二'月に其 の
後 年 三 回 引 きつS'いて;lidの計叢 を しτ ゐ る。 世 の識 者 に.して 本 事
業 に興eTiす る人 は 何 等 か の方 法 に於 て 本 出版 の發 展 に謖 助 あ ら
ん 事 を希 望 す る次 第 で あ る。'
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肋 理 化 學 の 甦 歩 刊iiに 朝 て (=)
此 の機魯に於て至 文堂土佐藤正叟氏の好意を謝 し且つ吾 人同志の
一人 なる理 學士市川 頑治氏 が編纂 に就τ の努力を深 く感謝す る.
大正 十五年七月
京都帝 國大學物理化學研究 室 に於て
数援 堀 場 信 吉
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